
   

 

    令和元年度第２回越美砂防意見交換会 

 
           日程：令和元年 11 月 26 日（火） 

              場所：ナンノ谷砂防ダム 3 号 

              時間：13：30～15：40 

   次第 

１ 開会（13:30） 

2 事務所長挨拶 

3 ナンノ谷砂防ダム 3 号工事概要の説明と見学(13:40) 

4 意見交換  

・仮設道路(仮橋)の設計と施工 

・仮設水路の設計と施工 

・堤体部地盤と設計と施工 

・道路部地質条件(地盤部・法面部)と設計と施工 

・砂防 ICTについて 

・その他 

5  閉会（15:40） 



平成３０年度 越美山系ナンノ谷砂防ダム３号災害復旧工事（仮設工）

当初

Co擁壁構造の締め切り

作業中の出水に備え、仮橋を２
ルートに設置して動線を確保

(株)久保田工務店



平成３０年度 越美山系ナンノ谷砂防ダム３号災害復旧工事（仮設工）

ステップ図

１期施工（右岸側）→

２期施工（左岸側）↓

当初設計では、右岸・左岸それぞれで締
め切り、半分づつ施工する計画であった。

締め切り対象水位：
175.8m3/sが流下可能な断面を確保

（計画洪水流量の２５％）

流量を確保するためには、大型土嚢では
対応不可能な為、Co擁壁構造を検討

Co擁壁構造の締め切り

Co擁壁構造の締め切り



平成３０年度 越美山系ナンノ谷砂防ダム３号災害復旧工事（仮設工）

下流側より 上流側より

１．用地の問題で着工が遅れた
２．施工範囲を見直した
３．出水リスクを受け入れることにした



平成３０年度 越美山系ナンノ谷砂防ダム３号災害復旧工事（堤体部地盤の設計）

堰堤基礎地盤部のボーリング調査
結果では、N値が１５前後であり、
十分な支持力が確保できない恐れ
があるため設計に苦慮

工事初期（設計中）に、平板載荷
試験を実施し、確認された支持力
を元に堰堤設計を実施。

※具体には、台形断面の形状にて対応



平成３０年度 越美山系ナンノ谷砂防堰堤１号改築工事（道路部地質条件の設計）

当初

ボーリング成果より、N値が１１
程度しかなく、支持力不足が懸
念されるため地盤改良を予定。

(株)久保田工務店



平成３０年度 越美山系ナンノ谷砂防堰堤１号改築工事（道路部地質条件の設計）

施工
平板載荷試験を実施し、支持力を確認。

↓
（設計荷重３００KN/m2以上となる、許容支持力306.5KN/m2を確認）

↓
支持力が確認されたため、地盤改良を施工対象外に変更



平成３１年度 越美山系ガラン谷第１砂防堰堤工事（アンカー工）

当初
位置図

アンカー配置図

田中建設工業(株)



実際の写真

１．掘削の結果、切土面に想定岩盤線の不一致が判明し
設計見直しを検討した

平成３１年度 越美山系ガラン谷第１砂防堰堤工事（アンカー工）

契約後に変更が必要になった要因



平成３１年度 越美山系ガラン谷第１砂防堰堤工事（アンカー工）

当初 変更後

法面業者の計算によりアンカー見直しアンカー配置図
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